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業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
平成２０年１２月１９日付当社「業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」において発表いたしました

平成２１年３月期（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日）の業績予想及び期末配当予想を下記のとおり

修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．平成２１年３月期通期業績予想の修正（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 
 
（１）連結業績予想 
                                           （単位：百万円）  
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当り期末配当金

前回予想（Ａ） １１，２２０     ３４５     ３６５     １９５ ２０円００銭 
今回予想（Ｂ） １０，６５０     １４５     １３０      ７０   １５円００銭 
増減額（Ｂ－Ａ）    △５７０    △２００    △２３５    △１２５   △５円００銭 
増 減 率   △５．１％  △５８．０％  △６４．４％  △６４．１％   △２５．０％ 

 
（２）個別業績予想 
                                 （単位：百万円） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
前回予想（Ａ）  １１，１００     ３３０     ３５０     １８５ 
今回予想（Ｂ）  １０，５００     １２５     １１０      ５５ 
増減額（Ｂ－Ａ）    △６００    △２０５    △２４０    △１３０ 
増 減 率   △５．４％  △６２．１％  △６８．６％  △７０．３％ 

 
 
 
 

 



                                               
２．修正理由 
  第４四半期に入り、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危機の深刻化および我が国経

済はもとより世界的な実態経済の悪化は、当初の予想をはるかに上回る状況にあり、当社を取り巻く経営環境

につきましても一段と厳しさを増しております。 
当第３四半期累計期間の実績および厳しい経営環境が今後とも続くことを勘案し、通期業績予想を修正いた

します。 
当社グループの自動車資材分野や情報通信資材分野においては更なる減産となるとともに、個人消費の一段

の冷え込みにより、建装衣料資材分野も更に減少、当社グループの売上高は前回予想１１２億２０百万円に対

し、１０６億５０百万円となります。 
 一方、損益面では、売上高の更なる減少が大きく影響するとともに円高の進行による輸出採算の悪化により、

当社グループの営業利益は前回予想の３億４５百万円に対し、１億４５百万円となり、経常利益は前回予想の

３億６５百万円に対し１億３０百万円となります。また、当期純利益については前回予想の１億９５百万円に

対し７０百万円となります。 
 収益力の改善対策として、一段の生産体制の効率化や、新製品の開発によりコスト競争力強化を図り、企業

価値の向上に努めてまいります。 
 なお、安定的な配当の継続を基本方針とし、当初１株当たりの期末配当金を２０円００銭（年間配当金２０

円００銭）と発表しておりましたが、上記に伴い今回１５円００銭（年間配当金１５円００銭）と修正させて

いただきます。 
 

３．参考：前期の実績 
                                           （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当り期末配当金

通期(4/1~3/31)  １２，０２４    ７９９    ７９５    ４２７ ２４円００銭

 
以上 

 
 


